
ＪＡ庄内たがわ

希釈倍数
又は
使用量

水100ℓ
当り薬剤量

使用回数

〇 １A カーバメート ガゼット粒剤 劇 定植時
9㎏/10a

― 1回 株元散布

〇 〇 ジェイエース粒剤 1～2ｇ/株 ― ５回以内 株元散布（9㎏/10aまで）

〇 〇 〇 〇 オルトラン水和剤 1,000倍 100㎖ ５回以内 ジェイエース粒剤と合わせて5回以内

〇 〇 ※ ３A ピレスロイド アディオン乳剤 2,000倍 50㎖ 6回以内 ※他品目でハイマダラノメイガにも登録有

〇 スタークル顆粒水溶剤 2,000倍 50㎖ ５回以内

〇 2,000倍 50㎖

※ 1,000倍 100㎖ ミカンキイロアザミウマに適用

〇 〇 モスピラン水溶剤 劇 2,000倍 50㎖ ５回以内

〇 〇 ※ 〇 5 スピノシン ディアナSC 2,500倍 40㎖ 2回以内
薬害注意
※他品目でハイマダラノメイガにも登
録有

〇 〇 〇 ※ 〇 1,000倍 100㎖ ※他品目でハイマダラノメイガにも登録有

〇 ※ 2,000倍 50㎖ ※他品目でハイマダラノメイガにも登録有

〇 ※ アニキ乳剤 1,000倍 100㎖ 6回以内 ※他品目でハイマダラノメイガにも登録有

〇 トアロー水和剤CT 1,000倍 100ｇ ー

〇 バシレックス水和剤 1,000倍 100ｇ ー

〇 ※ 〇 13 ピロール コテツフロアブル 劇 2,000倍 50㎖ 2回以内 ミカンキイロアザミウマに適用

〇 〇 15 ベンゾイル尿素 ノーモルト乳剤 2,000倍 50㎖ 2回以内

※ 〇 ２２B メタフルミゾン アクセルフロアブル 1,000倍 100㎖ 6回以内 ※他品目でハイマダラノメイガにも登録有

※ ※ 〇 28 ジアミド フェニックス顆粒水和剤 2,000倍 50㎖ ４回以内
ハスモンヨトウに適用
※他品目でハイマダラノメイガにも登
録有

希釈倍数
又は
使用量

水100ℓ
当り薬剤量

使用回数

〇 〇 クロールピクリン 劇 2～3㎖/1穴 ― 1回 ※センチュウ類にも適用有

〇 〇 クロルピクリン錠剤 劇 10錠/１㎡ ― 1回 土壌混和

〇 8F
M03

ダゾメット ガスタード微粒剤 劇 30㎏/10a ― 1回 土壌混和

〇 1 チオファネートメチル トップジンM水和剤 1,500倍 66g 5回以内

〇 M0４ フタルイミド オーソサイド水和剤80 600倍 166ｇ 8回以内 他品目で炭疽病の適用有

〇 7 ピラゾール-4-カルボキサミド アフェットフロアブル 2,000倍 50㎖ 3回以内

〇 リゾレックス粉剤 50㎏/10a ― ※右記
※粉剤・水和剤合わせて5回以
内

〇 リゾレックス水和剤 500倍 200ｇ ※右記
※粉剤・水和剤合わせて5回以
内

〇 〇 M07
19

グアニジン・ペプチジルピリミジンヌクレオチド ポリベリン水和剤 1,000倍 100ｇ ※右記

〇 〇 19 ペプチジルピリミジンヌクレオチド ポリオキシンAL水溶剤 2,500倍 40ｇ ※右記

〇 BM2 バチルス・ズブチリス ボトキラー水和剤 ダクト内投入
【15㎏/10a/日】

― ―

※農薬を混用する際の順番は、『　展着剤　→　乳剤　→　フロアブル　→　水和剤　』　です。展着剤は必ず最初に添加して下さい。

※農薬防除だけでなく、防虫ネットの設置等、耕種的防除も取り入れましょう。

※農薬は、乾かないと効果を発揮しません！乾くような時間・環境での散布又は乾きやすくなる機能性展着剤の使用をお願いします。

薬剤の系統
（又は成分）
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アクタラ顆粒水溶剤 6回以内
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令和8年度　ストック　防除基準
令和８年１月６日時点の農薬登録情報を基に作成
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薬剤名
薬剤の系統
（又は成分）
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※ポリベリン水和剤
　ポリオキシンAL水溶剤
　合わせて８回以内
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